
第三セクターの経営健全化方針 

 

１ 作成年月日及び作成担当部署 

作成年月日：令和５年 5 月 26 日 

作成担当部署：海士町役場財政課 

 

２ 第三セクター等の概要 

法人名    株式会社海士 

代表者名   青山敦士 

所在地    島根県隠岐郡海士町大字福井 1375 番地 1 

設立年月日  1992 年８月 3 日 

資本金       60,000 千円【当該地方公共団体の出資額（出資割合）50,000 千円（83.3%）】 

主な業務内容  宿泊事業、観光船（海中展望船）事業及びスキューバダイビング事業 

 

３ 経営状況、財政的なリスクの現状及びこれまでの地方公共団体の関与 

株式会社海士は、1992 年 8 月 3 日に設立、主な事業として、「泊まれるジオ拠点施設・Entô」宿泊事

業、「あまんぼう」観光船（海中展望船）事業及びスキューバダイビング事業が挙げられ、海士町における

観光振興の中心的な役割を果たしている。 

経営状況については、令和 3 年 7 月 1 日に Entôグランドオープンを迎え、目標であった 1.3億円の売り

上げ達成、また当初の狙いであった全く新しい市場の顧客層獲得など、一定の成果を得ることができた

が、8 月の大雨被害や全国的な新型コロナウイルス蔓延による観光需要の低下、ホテル改修に伴う休館措

置、また Entô建設関連費用等の特別損失の増加により、令和 3年度時点で 22,692千円の赤字決算となっ

ている。 

 

４ 経営健全化の取り組みに係る検討 

 株式会社海士は海士町の観光振興の中心的立ち位置にあり、今後も継続的かつ効率的な経営を目指しな

がら、第三セクターで引き続き実施していく。令和 3 年度決算にて債務超過となったが、主要な原因とし

ては、Entô建設関連費用といった特別損失、またホテル改修に伴う休館措置に因るところが大きいため、

来年度以降は安定的な経営となる見通しである。とはいえ、Entôを稼働していく中で、経営面における改

善点は挙げられるため、将来にわたる安定的な経営を目指すために改善に取り組んでいく。 

  

 

 

 



 

【抜本的改革を含む経営健全化の取り組みに係る検討のフローチャート】 

 （「第三セクター等の経営健全化等に関する指針」平成 26年 8月 5 日付 自治財政局長通知別紙 2よ

り） 

 

 

 

 

 

 



 

５ 経営健全化のための具体的な対応 

 Entôを経営していく中で課題点としてあげられた点は以下の通りである。 

① 業務行動計画の盤石化 

② サイト情報等広告の充実 

③ 連泊プランの拡充 

④ 宿泊プラン繁閑変動 

⑤ 競合宿泊地と比較し、強みを特定、打ち手につながる戦略スキームの確立 

⑥ 部門組織マネジメント強化 

⑦ 人材ソフト面での待遇改善 

以上の課題点を効率的かつ計画的に克服していくための体制を構築し、令和 4 年度以降改善へ向けて取り組ん

でいく。 

 

 

 



 

 

 

６ 法人の財務状況（参考） 

単位：千円 

貸借対照表 

項目 

金額 

2019 年 

（令和元年度） 

2020 年 

（令和 2 年度） 

2021 年 

（令和 3 年度） 

資産総額 38,654 80,925 112,898 

負債総額 11,546 80,945 135,590 

純資産総額及び正

味財産総額 

27,108 500 △22,692 

 


